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庁 舎 の あ り 方 に つ い て 検 討 を 進 め て い た つ く ば み ら い 市 は 、 当 面 は 分 庁 舎 方

式 を 維 持 し た ま ま 既 存 庁 舎 の 改 修 を 行 っ て い く 方 針 だ 。 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感染 症 対 策 に 予 算 が 重 点 的 に 配 分 さ れ る こ と 、 み ら い 平 に 市 民 セ ン タ ー が オ ー プン し た こ と な ど が 主 な 理 由 。 老 朽 化 の 進 む 谷 和 原 庁 舎 は ト イ レ の 改 修 や バ リ アフ リ ー 対 応 な ど を 計 画 す る 。

　
常 総 市 は 、 内 守 谷 公 民 館 （ 内 守 谷 町 ２ ７ ４ ３

－

２ ） で の 防 災 拠 点 整 備 を 検 討 し て お り 、 民 間 事 業者 と の サ ウ ン デ ィ ン グ に よ り 現 実 的 な 方 針 を 定 める 。 エ ン ト リ ー シ ー ト の 受 付 は ９ 月 ６ 日 か ら

1 7日

ま で 、  サ ウ ン デ ィ ン グ の 実 施 は

1 3日 か ら

2 4日 ま で 。

調 査 結 果 の 公 表 は

1 0月 下 旬 を 予 定 し て い る 。

庁 舎 建 設 を 見据 え た 上 で 、伊 奈 庁 舎 を 解体 し 仮 庁 舎 とし て 改 築 。 谷和 原 庁 舎 は 定期 的 な 改 修 を行 っ て い く とい う 方 針 が 示さ れ た 。　
伊 奈 庁 舎

（ 福 田 １ ９ ５ ）
は

1 6年 ３ 月 に

建 て 替 え を 実施 済 み 。 施 工は 大 和 リ ー ス㈱ 。 プ レ ハ ブ工 法 で 建 て ら

れ 、 耐 用 年 数 は 約

3 0年 。 規

模 は Ｓ 造 ３ 階 建 て 延 べ 床 ３９ ６ ９ ㎡ 。　
谷 和 原 庁 舎 （ 加 藤 ２ ３ ７

＝
写 真

） は 旧 谷 和 原 村 の 庁

舎 と し て １ ９ ７ ５ 年 に 竣 工

内 に 工 事 を 発 注 す る 可 能 性が あ る 。　
上 本 郷 と 一 区 で は 住 宅 の

立 地 が 進 ん で い る こ と から 、 年 次 計 画 で 下 水 道 の 整備 が 進 め ら れ て い る 。 本 年度 の 詳 細 設 計 で は 上 本 郷 地内 が 延 長 １ ５ ０ ｍ 、 管 径 １２ ０ ０ ㎜ 未 満 、  管 種 Ｖ Ｐ 管 。

工 法 に つ い て は 開 削 工 法 を予 定 。　
一 区 地 内 が 延 長 ２ ５ ０

ｍ 、 管 径 １ ２ ０ ０ ㎜ 未 満 、管 種 Ｖ Ｐ 管 。 開 削 工 法 で の施 工 を 見 込 む 。　
な お 、 延 長 な ど の 工 事 内

容 は 設 計 の 中 で 変 更 と な る可 能 性 も あ る 。

　
同 施 設 の 建 物 規 模 は Ｗ 造

平 屋 建 て 、 延 べ 面 積 ２ ７ ３㎡ （ ホ ー ル １ １ ９ ・ ２ ５㎡ 、 調 理 室

2 3・ １ ９ ㎡ 、 和

室

1 6・ ５ ６ ㎡ ３ 部 屋 な ど ）  。

築 年 数

4 0年 以 上 。 旧 耐 震 基

準 で 建 て ら れ て お り 、 耐 震診 断 は 実 施 し て い な い 。 市街 化 調 整 区 域 で 、 容 積 率 は２ ０ ０ ％ 、  建 ぺ い 率 は

6 0％ 。

　
敷 地 面 積 は ２ ６ ４ ８ ㎡ 。

隣 接 し て い る 市 有 地 と の 一体 的 な 活 用 を 検 討 す る 。 隣地 の 面 積 は ３ ７ ６ ５ ㎡ 。　
公 民 館 の 老 朽 化 を 受 け 、

新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り

　
市 は ２ ０ ０ ６ 年 に 伊 奈 町

と 谷 和 原 村 が 合 併 し て 誕 生し た 。 庁 舎 の 改 修 整 備 に つい て は

1 3～

1 4年 に 検 討 委 員

会 が 延 べ ５ 回 の 会 議 を 開催 。 そ の 結 果 、 将 来 的 に 新

　
阿 見 町 は 上 本 郷 地 内 と 一

区 地 内 で 下 水 道 管 の 延 伸 を計 画 し て い る 。 本 年 度 は 両地 区 の 詳 細 設 計 業 務 を 発注 。 上 本 郷 地 内 の 設 計 は トレ ン ド デ ザ イ ン ㈱ が 、 一 区地 内 の 設 計 は ㈱ 東 洋 設 計 事務 所 が そ れ ぞ れ 受 託 。 早 けれ ば い ず れ か の 区 間 で 年 度 し た 。 規 模 は Ｒ Ｃ 造 ３ 階 建て 延 べ 床 ２ ６ ７ ５ ㎡ 。　
谷 和 原 庁 舎 は 耐 震 性 を 満

た し て い た た め 、 統 合 後 も分 庁 舎 と し て そ の ま ま 使 用さ れ て い る 。 し か し ト イ レな ど の 衛 生 設 備 や 電 気 設備 、 内 装 、 配 管 な ど の 面 での た め の 防 災 拠 点 整 備 を 検討 し て い く 。 厳 し い 財 政 状況 の 中 、 公 民 連 携 で の 有 効活 用 や 、 資 金 ・ ノ ウ ハ ウ など 民 間 活 力 導 入 等 、 様 々 な可 能 性 を 検 討 す る た め 、 サウ ン デ ィ ン グ を 実 施 す る 。　
調 査 対 象 者 は 、 活 用 意 向

の あ る 個 人 （ 市 内 在 住 ま たは 在 勤 ）  、 民 間 企 業 、 Ｎ ＰＯ 法 人 等 の 法 人 、 個 人 事 業主 、 各 種 団 体 等 。　
サ ウ ン デ ィ ン グ の 内 容

は 、 対 象 建 物 （ 公 民 館 ）  、対 象 地 （ 公 民 館 敷 地 、 市 有地 ） の 利 活 用 提 案 ・ 事 業 ア

出 た 。　
し か し 、 市 を 取 り 巻 く 状

況 は こ の １ 年 半 の 間 に 大 きく 変 化 し た 。 ま ず 新 型 コ ロナ ウ イ ル ス 感 染 症 は い ま だ収 束 を 見 通 せ ず 、 限 ら れ た財 源 を 感 染 症 対 策 に 用 い る必 要 が あ る と い う こ と 。 もう ひ と つ は ８ 月

2 4日 に み ら

い 平 市 民 セ ン タ ー が オ ー プン し た こ と 。 同 施 設 は 証 明書 発 行 な ど の 市 民 窓 口 機 能を 配 備 し て お り 、 庁 舎 の 機　
㈱ Ｎ Ｔ Ｔ ド コ モ （ 東 京 都

千 代 田 区 ） は つ く ば 市 に 通信 用 鉄 塔 を 建 設 す る 。 施 工は ㈱ ミ ラ イ ト ド コ モ 事 業 本部 （ 東 京 都 江 東 区 ） が 担 当し て い る 。 完 了 予 定 日 は

1 2

月

3 1日 。

　
工 事 場 所 は つ く ば 市 御 幸

が 丘

3 3。  敷 地 面 積 は １ ５ ３  ・

７ ㎡ 。 高 さ は

4 0ｍ で 、 構 造

は Ｓ 造 。　
な お 、 設 計 は ㈱ ミ ラ イ ト

ネ ッ ト ・ ゼ ロ ・ エ ネ ル ギ ーハ ウ ス （ Ｚ Ｅ Ｈ ） を 導 入 する 。　
分 譲 す る の は 茨 城 町 桜 の

郷 １ ２ ０ ０

－ ２ （ ⑥

－ ２ 画

地 ）  。 面 積 は １ 万 ４ ５ ６ ３  ・０ ６ ㎡ で 、 桜 の 郷 中 央 公 園の 向 か い 、 カ ワ チ 薬 品 桜 の郷 店 の 隣 接 地 。　
近 隣 に は 国 立 病 院 機 構 水

度 中 、 実 施 設 計 は ２ ０ ２ ２年 度 中 、 施 工 は

2 3年 度 中 を

予 定 し て い る 。　
申 込 ・ 問 い 合 わ せ は 生 涯

学 習 課 社 会 教 育 係 （ Ｔ Ｅ Ｌ０ ２ ９ ７

－

3 0

－

８ ８ ８ ０ 、

Ｆ Ａ Ｘ ０ ２ ９ ７

－

4 4

－ ７ ６

４ ６ ） ま で 。

ぶ 。 新 た な ま ち づ く り の 促進 や 県 南 地 域 の 連 携 強 化 を図 る た め 、 バ イ パ ス 整 備 を推 進 し て い る 。　
一 級 河 川 恋 瀬 川 は 石 岡

市 ・ か す み が う ら 市 な ど 流域 の 浸 水 被 害 解 消 の た め 、１ ９ ４ ０ 年 度 か ら 河 川 改 修を 推 進 し て い る 。 ま た 、 中上 流 部 で ２ ０ １ ４ 、

1 5年 の

台 風 に よ る 大 規 模 な 浸 水 被害 が 発 生 し た こ と か ら

1 6年

４ 月 に 国 補 事 業 区 間 を ６ ・　
事 業 概 要 は 次 の と お り

（ ■ 事 業 名 ＝ ① 全 体 計 画 ②
事 業 年 度 ③ 進 捗 率 （

2 0年 度

末 ） ④ 本 年 度 事 業 概 要 ）  。　
■ 国 道 １ ２ ５ 号 つ く ば バ

イ パ ス （ つ く ば 市 田 中 ～ 寺具 ） ＝ ① Ｌ ５ ９ ２ ０ ｍ 、 Ｗ
2 5／

1 4ｍ 、 Ｃ １ １ ２ 億 円 ②

１ ９ ９ ０ 年 度 ～ ③

9 3％ ④ 用

地 買 収 、 交 差 点 改 良 鋪 装 工事　
■ 国 道 ３ ５ ４ 号 土 浦 バ イ

パ ス （ 土 浦 市 若 松 町 ～ 手 野町 ） ＝ ① Ｌ ５ ８ ４ ０ ｍ 、 Ｗ

～ 谷 田 部 ）  ＝ ① Ｌ ５ ９ ４ ｍ 、Ｗ

3 0／

1 3ｍ 、 Ｃ

1 8億 円 ② ２

０ １ ７ 年 度 ～ ③

8 3％ ④ 道 路

改 良 工 事 、 地 盤 改 良 工 事　
■ 一 級 河 川

 恋 瀬 川 ＝ ①

Ｌ

1 6・  ８ ㎞  （ 確 率 年 １ ／

1 0）  、

Ｃ １ ２ ９ 億 円 ② １ ９ ４ ０ 年度 ～ ③

6 2％ ④ 橋 梁 撤 去 、 橋

梁 下 部 工 、 用 地 補 償 、 河 道掘 削 工 事　
■ 霞 ヶ 浦 総 合 公 園 ＝ ① 県

管 理 区 域 Ａ

1 0・ ３

 

h a② ２

０ １ ４ 年 度 ～ ④ 空 調 施 設 改修 工 事　
■ 洞 峰 公 園 ＝ ① 県 管 理 区

老 朽 化 が 深 刻 で 、 事 務 スペ ー ス や 議 場 な ど の 空 間 が不 足 し 手 狭 な 状 態 に あ る 。ま た エ レ ベ ー タ ー が 設 置 され て お ら ず 、 バ リ ア フ リ ーに 課 題 が あ り 利 用 者 に 不 便を 来 し て い る 。　
ま た 、 伊 奈 庁 舎 と 谷 和 原

庁 舎 は い ず れ も 浸 水 想 定 区域 に 立 地 し て い る た め 災 害時 の 拠 点 と し て 不 安 が ある 。　
以 上 の よ う な 状 況 か ら 、

市 は 谷 和 原 庁 舎 の 改 修 だ けで な く 建 て 替 え や 庁 舎 移 転に つ い て も 検 討 を 開 始 した 。 ２ ０ １ ９ 年

1 2月 に 第 １

回 整 備 検 討 委 員 会 を 開 催し 、  整 備 方 針 の 検 討 を 開 始 。庁 舎 の あ り 方 に つ い て は 既存 施 設 の 活 用 や 台 地 部 へ の新 築 な ど さ ま ざ ま な 意 見 が　
県 宅 地 整 備 販 売 課 に よ る

桜 の 郷 地 区 住 宅 事 業 者 向 け用 地 分 譲 の 一 般 競 争 入 札 が
2 7日 に 執 行 さ れ 、 茨 城 セ キ

ス イ ハ イ ム ㈱ （ 水 戸 市 ） など を 構 成 員 と す る 連 合 体 が落 札 し た 。 事 業 計 画 は 戸 建住 宅 の 分 譲

4 9戸 、 共 同 住 宅

の 分 譲 ２ 戸 と し て お り 、 戸建 住 宅 の う ち

5 0％ 以 上 に

イ デ ア 、 事 業 コ ン セ プ ト 、対 象 地 の 市 場 性 、  事 業 方 式 、運 営 体 制 、  事 地 域 へ の 効 果 、事 業 実 施 時 期 な ど 。　
ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て

は 、 現 地 調 査 （ 希 望 者 のみ ） を ９ 月 ３ 日 ま で 受 け 付け 、 活 用 方 針 の 決 定 は 本 年

　
国 道 １ ２ ５ 号 つ く ば バ イ

パ ス  （ つ く ば 市 田 中 ～ 寺 具 ）は 県 南 ・ 県 西 地 域 を 東 西 に連 絡 す る 広 域 幹 線 道 路 。 常磐 自 動 車 道 土 浦 北 Ｉ Ｃ や 筑波 山 地 域 へ の ア ク セ ス 機 能の 強 化 と 、 つ く ば 市 北 部 にお け る 交 通 渋 滞 緩 和 等 を 図る た め 、 バ イ パ ス 整 備 を 推進 し て い る 。　
国 道 ３ ５ ４ 号 土 浦 バ イ パ

ス （ 土 浦 市 若 松 町 ～ 手 野町 ） は 、 鹿 行 ・ 県 南 ・ 県 西地 域 を 東 西 に 連 絡 す る 広 域幹 線 道 路 。 鹿 行 地 域 方 面 から 常 磐 自 動 車 道 土 浦 北 Ｉ Ｃへ の ア ク セ ス 機 能 の 強 化 と土 浦 市 内 の 渋 滞 緩 和 を 図 るた め 、 ４ 車 線 化 整 備 を 推 進し て い る 。　
一 般 県 道 桜 川 土 浦 潮 来 自

転 車 道 線 （ つ く ば 霞 ヶ 浦 りん り ん ロ ー ド ） は 、 旧 つ くば り ん り ん ロ ー ド と 旧 霞 ケ浦 自 転 車 道 を 一 体 と し た 県道 。 交 流 人 口 拡 大 に よ る 地域 活 性 化 及 び 地 域 経 済 の 発展 を 図 る た め 、 誰 も が サ イク リ ン グ を 楽 し む こ と が でき る 、 日 本 一 の サ イ ク リ ング 環 境 構 築 を 目 指 し 、 自 転車 道 整 備 を 推 進 し て い る 。　
都 市 計 画 道 路 新 都 市 中 央

通 り 線 （ つ く ば 市 下 萱 丸 ～谷 田 部 ） は つ く ば 市 中 心 部を 起 点 に つ く ば エ ク ス プ レス 沿 線 の 各 開 発 地 区 を 結

能 を 補 完 す る 役 割 が 期 待 され て い る 。　
市 は ８ 月

2 6日 の 第 ３ 回 検

討 委 員 会 で 現 状 を 説 明 。 委員 か ら は 一 定 の 理 解 を 得た 。 今 後 は 可 能 な 限 り コ スト の 縮 減 を 検 討 し な が ら 谷和 原 庁 舎 の バ リ ア フ リ ー 化や ト イ レ の 改 修 工 事 な ど を進 め て い く 。 庁 舎 の 建 て 替え や 移 転 新 築 は 今 後 も 内 部で 検 討 は 続 け て い く も よう 。一 級 建 築 士 事 務 所 （ 東 京 都江 東 区 ） が 策 定 し た 。戸 医 療 セ ン タ ー な ど が 立地 。 用 途 地 域 は 第 二 種 住 居地 域 （ 建 ぺ い 率

6 0％ ／ 容 積

率 ２ ０ ０ ％ ）  。　
落 札 し た の は 、 や さ し さ

の ま ち 「 桜 の 郷 」 住 宅 事 業者 向 け 土 地 分 譲 事 業 共 同 連合 体 。 構 成 員 は 茨 城 セ キ スイ ハ イ ム ㈱ 、 ㈱ ア ゲ ル （ つく ば 市 ）  、  ㈱ 朝 日 コ ー ポ レ ーシ ョ ン （ 土 浦 市 ）  。　
落 札 価 格 は 予 定 価 格 （ 最

低 売 却 価 格 ） と 同 額 の １ 億４ ９ ０ ０ 万 円 。 入 札 参 加 は１ 者 の み だ っ た 。

園 は 開 園 か ら

3 0年 以 上 が 経

過 し て い る 県 営 都 市 公 園 。公 園 内 の 各 施 設 ・ 設 備 が 老朽 化 し て い る こ と か ら 、 利用 者 が 安 全 ・ 安 心 に 利 用 でき る 公 園 と す る た め 、 長 寿命 化 計 画 に 基 づ き 施 設 の 更新 を 推 進 し て い く 。　
土 地 区 画 整 理 事 業 に つ い

て 見 る と 「 伊 奈

･谷 和 原 丘

陵 部 」 は 、 つ く ば エ ク ス プレ ス 沿 線 地 域 で の 重 要 な 拠点 整 備 地 区 の 一 つ と し て 位置 づ け ら れ て お り 、 つ く ばみ ら い 市 の 顔 と な る 新 し い魅 力 あ る 街 づ く り を 目 指 すた め 、 県 有 地 の 処 分 推 進 及び 維 持 管 理 を 実 施 。 健 全 な市 街 地 の 形 成 を 図 る 。　
「 島 名  ・  福 田 坪 」 及 び 「 上

河 原 崎 ・ 中 西 」 は 、 つ く ばエ ク ス プ レ ス 整 備 に 併 せ て一 体 的 な ま ち づ く り を 進 める た め 、 都 市 基 盤 整 備 と 良好 な 住 宅 ・ 宅 地 の 供 給 を 行う 。 そ れ と と と も に 、 つ くば エ ク ス プ レ ス の 整 備 に よる 交 通 事 情 の 改 善 と 都 市 機
2 5／

1 3ｍ 、 Ｃ １ ６ ２ 億 円 ②

１ ９ ９ １ 年 度 ～ ③

9 5％ ④ 箱

型 函 渠 工 事 、 道 路 改 良 舗 装工 事 、 道 路 改 良 工 事　
■ 一 般 県 道 桜 川 土 浦 潮 来

自 転 車 道 線 （ つ く ば 霞 ヶ 浦り ん り ん ロ ー ド ） ＝ ① Ｌ

4 4

㎞ 、 Ｗ ３ ～ ４ ｍ 、 Ｃ

1 6億 円

（ 土 浦 市 ６ ㎞ 、 つ く ば 市

2 4

㎞ 、 か す み が う ら 市

1 4㎞ ）

② ２ ０ ０ ０ 年 度 ～ ③

4 8％ ④

自 転 車 道 整 備 工 事 、 用 地 買収　
■ 都 市 計 画 道 路 新 都 市 中

央 通 り 線 （ つ く ば 市 下 萱 丸

域 Ａ

2 0 

h a② ２ ０ １ ４ 年 度

～ ④ 井 水 ろ 過 装 置 更 新 工事 、 照 明 灯 改 修 工 事　
■ 土 地 区 画 整 理 事 業 （ 伊

奈 ・ 谷 和 原 丘 陵 部 ） ＝ ① Ａ２ ７ ４ ・ ９

 

h a、 Ｃ ６ ９ １

億 円 ② １ ９ ９ ３ 年 度 ～ ２ ０２ ０ 年 度  （ 清 算 期 間 を 含 む ）

 

③ １ ０ ０ ％ ④ 県 有 地 管 理　
■ 土 地 区 画 整 理 事 業 （ 島

名  ・  福 田 坪 ） ＝ ① Ａ ２ ４ ２  ・９

 

h a、 Ｃ ４ ８ １ 億 円 ② ２

０ ０ ０ 年 度 ～

2 9年 度 （ 清 算

期 間 ５ 年 を 含 む ）

 ③

8 1％ ④

造 成 及 び 区 画 道 路 工 事 、 物件 移 転 補 償 等　
■ 土 地 区 画 整 理 事 業 （ 上

河 原 崎 ・ 中 西 ） ＝ ① Ａ １ ６８ ・ ２

 

h a、 Ｃ ３ ６ ９ 億 円

② ２ ０ ０ ０ 年 度 ～

2 9年 度

（ 清 算 期 間 ５ 年 を 含 む ）

 ③

6 9％ ④ 造 成 及 び 区 画 道 路 工
事 、 物 件 移 転 補 償 等　

■ （ 仮 称 ） 上 曽 ト ン ネ ル
整 備 事 業 （ 受 託 事 業 ） ① Ｌ５ ・ ５ ８ ㎞ （ う ち ト ン ネ ルＬ ３ ・ ５ ４ ㎞ ） Ｗ ８ ／ ６ ・５ ｍ  （ ト ン ネ ル ）  Ｗ

1 0／ ６  ・

５ ｍ  （ あ か り 部 ）  Ｃ １ ２ ３  ・７ 億 円 （ う ち 石 岡 市 分

7 1・

２ 億 円 ） ② 事 業 年 度

 ２ ０

１ ８ 年 度 ～ ③

3 6％ （ 石 岡 市

分 ）  ④ ト ン ネ ル 本 体 工 事  （ 債務 分 ）  、 道 路 改 良 工 事 、 道路 環 境 調 査

 

［ 本

　
課 ］

午 前

午 後

（ ○ ＝ 在 庁

　
● ＝ 不 在 ）

［ 出

　
先 ］

午 前

午 後

県 土 木 部  ・  幹 部

き ょ う

の
動 向

水 戸 土 木 所 長常 陸 大 宮 土 木 所 長大 子 工 務 所 長潮 来 土 木 所 長土 浦 土 木 所 長筑 西 土 木 所 長常 陸 太 田 工 事 所 長高 萩 工 事 所 長鉾 田 工 事 所 長竜 ケ 崎 工 事 所 長常 総 工 事 所 長境 工 事 所 長

○○○●●○○○○○○●

●○●●●○○○○○○○

部 長次 長 （ 事 ）次 長 （ 技 ）都 市 局 長港 湾 振 興 監企 画 監監 理 課 長用 地 課 長検 査 指 導 課 長道 路 建 設 課 長道 路 維 持 課 長河 川 課 長港 湾 課 長営 繕 課 長都 市 計 画 課 長都 市 整 備 課 長下 水 道 課 長建 築 指 導 課 長住 宅 課 長

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

地 域 総 合
県 内

話 題 の ニ ュ ー ス

　
土 浦 土 木 事 務 所 で は 、 広 域 的 な 幹 線

道 路 網 の 整 備 や 、 災 害 か ら 県 民 の 生 命財 産 を 守 る 河 川 整 備 、 県 民 の 憩 い の 場で あ る 都 市 公 園 の 長 寿 命 化 対 策 、 安 全で 快 適 な 交 通 を 確 保 す る た め の 道 路 維持 修 繕 な ど 各 種 施 策 に 取 り 組 ん で お りま す 。　
道 路 に つ い て は 、 鹿 行 ・ 県 南 ・ 県 西

の 各 地 域 を 連 絡 す る 国 道 １ ２ ５ 号 つ くば バ イ パ ス 、 国 道 ３ ５ ４ 号 土 浦 バ イ パス な ど の 広 域 幹 線 道 路 の 整 備 や 、 橋 梁の 耐 震 化 、 老 朽 化 し た 舗 装 の 修 繕 を 推

進 し て ま い り ま す 。　
河 川 に つ い て は 、 桜 川 、 恋 瀬 川 各 流

域 の 浸 水 被 害 を 解 消 す る た め の 中 ・ 上流 部 に お け る 河 道 掘 削 や 、 つ く ば エ クス プ レ ス 沿 線 開 発 に 対 応 し た 西 谷 田川 、 中 通 川 の 河 川 改 修 を 推 進 し て お りま す 。　
こ れ ら 事 業 の 推 進 に あ た り ま し て

は 、 予 算 の 効 率 的 か つ 効 果 的 な 執 行 に努 め な が ら 、 着 実 に 取 り 組 ん で ま い りま す 。

県 土 浦 土 木

災 害 に 強 い 県 土 づ く り

土 浦

バ イパ ス

は 箱 型 函 渠

な
　

　
ど

事 業 概 要

県 土 浦 土 木 事 務 所
所 長

 大 おお

石 いし

　
直 なお

人
と

 氏

　
県 土 浦 土 木 事 務 所 は 災 害 に 強 い 県 土 づ く り を 目 指 し て 広 域 的 な 幹 線 道 路 網 や

河 川 、 都 市 公 園 な ど の 整 備 を 進 め て い る 。 国 道 １ ２ ５ 号 つ く ば バ イ パ ス は 用 地買 収 や 交 差 点 改 良 鋪 装 工 事 を 推 進 。 国 道 ３ ５ ４ 号 土 浦 バ イ パ ス は 箱 型 函 渠 工 事や 道 路 改 良 舗 装 工 事 な ど に 取 り 組 ん で い る 。 新 都 市 中 央 通 り 線 は 道 路 改 良 工 事や 地 盤 改 良 工 事 を 実 施 。 霞 ヶ 浦 総 合 公 園 や 洞 峰 公 園 で は 長 寿 命 化 計 画 に 基 づ き施 設 の 更 新 を 進 め て い く 。

池 田 南
交 差 点

田 中
交 差 点

寺 具 西
交 差 点

L 1 3 6 0 ｍ
（ H 2 2. 1 1. 1 供 用 開 始 ）

L 1 3 6 0 ｍ
（ H 2 2. 1 1. 1 供 用 開 始 ）

L 1 4 4 0 ｍ
（ H 2 7. 3. 2 4 供 用 開 始 ）

L 1 4 4 0 ｍ
（ H 2 7. 3. 2 4 供 用 開 始 ）

L 2 0 0 0 m
（ R 2. 3. 7 供 用 開 始 ）

L 2 0 0 0 m
（ R 2. 3. 7 供 用 開 始 ）

現 道 拡 幅 区 間
L 5 2 0 m

現 道 拡 幅 区 間
L 5 2 0 m

L 6 0 0 m
（ 4 車 線 供 用 済 ）

L 6 0 0 m
（ 4 車 線 供 用 済 ）

取 付 道 路 区 間
L 4 0 0 m

取 付 道 路 区 間
L 4 0 0 m

全 体 計 画 L 5 9 2 0 m全 体 計 画 L 5 9 2 0 m

： 事 業 中

： 供 用 開 始 済

明 石 北
交 差 点

国 道  1 2 5  号 つ く ば バ イ パ ス

民 間 事 業 者 と 市 場 調 査 実 施

公 民 館 を 防 災 拠 点 へ 整 備

常 総 市 が 現 実 的 な 方 針 定 め る

つ く ば み ら い 市

当 面 は 改 修 で 機 能 維 持
庁 舎 建 設

 引 き 続 き 内 部 検 討

上 本 郷など

年 度 内 に も 一 部 工 事

２ 地 区 の 下 水 道 管 延 伸

阿 見 町

茨 城 県 ／ 桜 の 郷

1. 4万 ㎡ 用 地

戸 建

4 9戸 と 共 同 住 宅 ２ 戸

セ キ ス イ 等 が 落 札

つ く ば
バ イ パ ス  用 買 と 交 差 点 の 改 良 舗 装

主 な 事 業 概 要

河 川 や 都 市 公 園 も 推 進

備 事 業 は 、 上 曽 峠 区 間 が 幅員 狭 小 で 線 形 不 良 か つ 急 峻な た め 、 走 行 安 定 性 が 高 く周 辺 環 境 へ の 影 響 が 少 な い

能 集 積 の 促 進 を 図 り 、 新 駅を 中 心 と し た 新 た な 拠 点 形成 を 図 る 。　
（ 仮 称 ） 上 曽 ト ン ネ ル 整

４ ㎞ 延 伸 。 中 上 流 部 の 浸 水被 害 の 解 消 に 向 け た 整 備 を推 進 し て い る 。　
霞 ヶ 浦 総 合 公 園 ・ 洞 峰 公

ト ン ネ ル （ 約 ３ ・ ５ ㎞ ） を含 め た バ イ パ ス 整 備 を 行 うも の 。　
車 両 通 行 の 安 全 性 が 図 ら

れ る と と も に 、 地 域 間 の 交流 を 促 進 し 、 沿 線 域 の 振 興に 寄 与 す る 。

設 計 施 工 は ミ ラ イ ト
つ く ば に 鉄 塔 建 設ド コ モ


